


予算をかけずに強固で良好な大学間の関係で上手く機能させることなど、今後、試行錯誤しなが

ら日本の大学が世界中と交流を持ち、多種多様な人材を育成できる高等教育機関であり、持続的

な交流を持つことができるようになれば良いと思う。私もこのような国際研修を受講し、日本で

働くだけでは決してできなかった経験をすることができ、今後も高等教育に関わる一員として、

大学の国際化に貢献できるよう、日々アンテナを張り、日本の大学、国際化について考えていき

たい。 
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ていただいた山口大学に、この研修で得たこと還元できるよう努めていく所存です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

でそれぞれ大学毎に取り組んでいたが、タイにはこれだけ多くの拠点があるので、大学毎に目的

は違うかもしれませんが、1 つにまとまりオールジャパンで取り組んでいければ良いのではと考

えています。また、京都大学 ASEAN 拠点としては、法人格を取得し、より持続的な拠点にして

いかなければならないとも思っています。 

 

 

 
 

5．考察 

 

タイにおける日本の大学の海外オフィス設置の目的とその現状を調査するにあたり、アンケー

ト及びインタビューを中心に様々な形で情報収集を行った。その中で見えてきたことは、全ての

大学で試行錯誤しながら海外拠点を活性化させようとしているということである。タイにおける

日本の大学の海外オフィスは一部を除いて、設置して数年と新しいものが多く、それぞれの大学

が、「研究拠点（タイ及び東南アジア諸国の大学及び研究機関との共同研究拠点）」、「教育拠点（長・

短期交換留学のサポート等）」、「タイ及び東南アジア諸国からの留学生募集・リクルート」、「情報

収集」、「同窓会支援」及び「産学連携（企業とのインターンシップ等）」等の目的を持ち、その目

的を達成するために日々、試行錯誤しているという現状にある。学術交流は海外拠点を設置した

からといって、突然大幅に受入留学生が増加する等、2-3 年で目に見える成果がでるものではない

と思う。最近は、大学を始めとする学術の世界においても費用対効果が叫ばれており、増加の一

途を辿っている海外オフィス設置の流れが今後、目に見える成果が無いのであればと、撤退等の

動きもでてくるかしれない。しかし、多くの労力・費用を費やして設置した海外拠点と日本を、

相互交流によって線で結ぶことができるよう維持・継続していくことにより、長期的に発展させ

ていければ良いと思う。そのための方法は、各大学の目指すものや置かれた状況によって違い、

正解というものが無く、各大学により異なると思うが、いつくかの大学で実施しているように、
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大学の「国際化」を考える 

－タイにおける国際実務業務を通して－ 
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土肥 亜紀子 
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